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る者を除いた 64 名（平均年齢 20.3±1.3 歳）の分析を行った。方法は、豆の飛距離の測定、
口腔機能の評価、口腔内診査、聞き取り調査を行い、豆の飛距離と各測定項目についての比
較検討および高齢者の傾向と検討した。統計的処理は、統計解析ソフト Statcel4を用い、倫
理的配慮として事前に参加者に同意を得、分析はデータを匿名化処理して行った。その結果、
豆の飛距離と「最大呼気流速度」との間に有意な相関が見られた。これは高齢男性と同様の
結果（平成 25～26年調査）であったことから、豆の飛距離に影響を与える口腔機能は、若
年男性と高齢男性において、同様な傾向にあることが示された。 
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